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　正月休み．日
にちにゅう

入（天文用語）が最も早いのは冬至ではなく12月 6日前後，日
にちしゅつ

出が最も遅いの
は 1月 8日前後なのはなぜか．天体力学の式をとりだしPCで均時差を計算，納得す．近日点
の視太陽は平均より高速で東へ移動し，昨日の南中時刻に今日は真南より東にいる．やがて南
中．∴南中，日入，日出は約 1分 /2日ずつ遅くなるからだ．では夏至の場合はどうか．
　特集は「教育用計算機システム」（桝田秀夫エディタ）．ただ「大規模分散ネットワーク環
境における」の修飾つき．さまざまな形態で運用中である．身につまされる記述も散見される．
大学指定でなく，個人で選び購入したPCを学内外で使うのが理想だが，まだ難しいらしい．
　上田修功と斉藤和巳の「多重トピックテキストの確率モデル－テキストモデル研究の最前線
－」は先月の続き．多重トピックと聞くと，この独白が取り沙汰されているかと落ち着かぬ．
　昨年「IABに選ばれた 2人目の日本人」となった萩野純一郎が「IABの活動」を書く．電話
会議も大変だし，海外出張も多い．いま（独白執筆時）もアメリカにいる．住所を traveling と
した「ティファニーで朝食を」のHolly を連想してしまう．
　2年にわたる連載「とっきょNow！」は特許の今後などを述べ，江嶋清仁の「これからの特
許制度」で完結す．辛苦執筆してくださった特許庁のみなさんに感謝しましょう．（ぱちぱち）
　田中哲朗のプロムナードは「無理数を近似する分数」で，素数の平方根を有理数で近似する
問題である．連分数展開を知っていれば，簡単の単さ．ややっ，Stern-Brocot 木ときた（あわ
ててCMath を読み直す）．数学問題にはくだらぬ前書きもなく，問題文が短くすっきりしている．
　宇津宮孝一は「民学官連携による大分地域情報化の展開」で大分での地域社会と ITを報告
した．短絡的だが一村一品運動から中津江村を経，大分の話題も IT中心に展開しそう．4月の
地域社会をお願いした京大 上林先生，2月 6日急逝．をかのべ何ぞかくかなしき．哀号．
　「歴史上，最も大きな技術的影響を与えたOSはMultics」かは別とし，名著は編集子も1年
過ごしたProject MACのMultics である．Jerry のトラフィックコントロールは池田克夫が読み
直して紹介した．Multics の計画概要は同プロジェクトのリーダー，Corby によるもので，その
頃MITを訪れた益田隆司が解説す．Jerry 論文は清書系 roff を使ったごく最初のものだ．
　IT事情は矢野直明で，「メディア環境がガラリと変わってみんなに必要になった読み・書き・
編集の素養」（長い！）．いまや活字文化は崩壊の危機にあると説く．そうかもしれぬわ．
　アメリカ ITまわりの話題は藤崎哲之助が戦慄の計画「TIA」を書いた．エシュロンや（平清
盛が都に放った六波羅殿の）禿

かぶろ

を思い出す人も多かろう．アメリカも次々変なこと考え出すなぁ．
　倫理綱領，アクレディテーション，情報処理技術者試験などへ「常に信念を吐露して憚からず，
粉骨身を挺して惜しまず」貢献したと功績賞を昨年受賞の米田英一が自説を開陳す（情報技術
と教育「基礎学問の資格は何か」）．ところでセンター試験のプログラム問題，見た人います？
　楯岡孝道が書き継いだモバイルは今も最終回「記録メディアで作業環境を持ち歩く」だ．大
容量メディアでも，持ち歩くものの選定が重要である．「帋

かみ こ い ち え

子一衣は夜の防ぎ，ゆかた・雨具・
墨・筆のたぐひ，路次の煩となれるこそわりなけれ」とむかしも同じ．
　ある王様，オーケストラを初めて聞いた感想で「最初のチューンアップが一番よかった」とか．
本誌も最初の編集系独白が面白いとまま聞くが，どうか本文も読んでください．（咊）
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